
 

 

 

 

 

 

 

 Ｆｅ試料による 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析比較 

 

 

 

 

 同じ入力データでも、ＯＤＦ解析ソフトウエア（解析方法）が異なれば 

 解析結果は異なります。 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦはＨｅｒｍｏｎｉｃ法であり、 

 直接法である、ＷＩＭＶ，ＡＤＣ，Ｖｅｃｔｏｒ法に比べ、最大結晶方位密度（ＯＤＦのＭａｘ）や 

 再計計算極点図の最大極密度は低い値になります。 
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１．概要 

２．入力極点図 

３．極点処理 

３．１ バックグランド 

３．２ 規格化と極点図中心の平均化 

３．３ Ｄｅｆｏｃｕｓ補正（内部計算モード） 

３．４ Ｒｐ％の自動補正 

３．５ データ処理後データ(BG,defocus、Rp%) 

   ３．６ Ｅｒｒｏｒ評価（Ｒｐ％処理前） 

   ３．７ Ｅｒｒｏｒ評価（Ｒｐ％処理後） 

 ４． LaboTex,StandardODF 入力データ作成 

   ４．１ PFtoODF3ソフトウエアに TXT2データが渡される。 

   ４．２ LaboTex入力データ 

   ４．３ StandardODF入力データ 

   ４．４ 作成されるファイル 

 ５． ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析 

   ５．１ ワークエリアから解析データのＥｘｐｏｒｔ 

   ５．２ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＥｒｒｏｒ評価（Ｒｐ％） 

   ５．３ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで得られるデータ 

   ５．４ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＯＤＦ図表示 

   ５．５ 再計算極点図表示 

５．６ 極点図表示 

    ６．ＬａｂｏＴｅｘ処理 

   ６．１ PFtoODF3で作成した epfファイルを選択 

   ６．２ 入力された極点図 

   ６．３ １／４対称 ODF解析 

   ６．４ ODF図 

   ６．４．１ γ－Ｆｉｂｅｒ（φ２＝４５、Φ＝５４．７） 

   ６．５ 入力極点図と再計算極点図（上段：入力極点図、中段：1/4対称、下段：再計算極点図） 

      ６．６ Ｅｒｒｏｒ評価 

  ６．７ 逆極点図 

  ６．８ 定量（ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ） 

  ６．８．１ 結晶方位の定量（Ｉｎｔｅｇｒａｔｒｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ） 

  ６．８．２ 結晶方位の定量（Ｍｏｄｅｌ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ） 

  ６．８．３ VolumeFraction のＥｒｒｏｒ評価 

７． ＣＴＲソフトウエアによる比較 

７．１ ODFDisplay2による比較 

７．１．１ ODF密度１．５以上の結晶方位比較 

７．１．２ γ－Ｆｉｂｅｒ比較 <111>//ND (φ1 0->90) 

７．１．３ η－Ｆｉｂｅｒ <110>//RD 

      ７．２． GPPoleDisplayで再計算極点図比較 

      ７．３  逆極点図比較 



１．概要 

 ＬａｂｏＴｅｘとＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは解析方法が異なるため、解析結果は異なります。 

   アルミニウムの様な高配向材料では大きく異なるが、Ｆｅ試料などの低配向材料では大きな違いは 

   ありありません。本資料では、個々の機能紹介と、各解析結果をＣＴＲソフトウエアで比較を行います。 

２．入力極点図 

 測定システム  

  ｒｉｇａｋｕ－ＳｍａｒｔＬａｂ（Ｃｏ管球使用） 

  ４０ｋＶ－４０ｍＡ 

  スリット ＤＳ：１ｄｅｇ．、ＲＳ：１０ｍｍ、ＳＳ：１０ｍｍ 

  α軸：１５－９０度、５ｄｅｇ．／ｓｔｅｐ 

  β軸：０－３６０度、５ｄｅｇ．／ｓｔｅｐ、ｓｐｅｅｄ：６００ｄｅｇ．／ｍｉｎ． 

  バックグランド：２点測定 

  

  

  

 Ｄｅｆｏｃｕｓ補正データは、ODFPoleFigure2ソフトウエアの内部計算機能で補正を行う。 

 

極点図バックグランドに凸凹がある。 

ODFPoleFigure2のバックグランド平滑化 

機能を使用する。 



３．極点処理 

 

 

 バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、内部規格化、極点図の中心は平均値 

 Ｒｐ％の最適化が選択されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．１ バックグランド 

  

Ｍｅａｓｕｒｅ（ｃａｌｃ）モードで平滑化 

 

 

３．２ 規格化と極点図中心の平均化 

  

 規格化は完全極点図に対して有効であるが、同様の処理を不完全極点図でも行っています。 

 ＣＴＲは、ＬａｂｏＴｅｘと同じ処理を行います。 

 ＲＩＮＴは、極点図のα軸が、０度と９０度の場合、評価を１／２としています。 

  



３．３ Ｄｅｆｏｃｕｓ補正（内部計算モード） 

 

 

 

３．４ Ｒｐ％の自動補正 

 

３．５ データ処理後データ(BG,defocus、Rp%) 

 



３．６ Ｅｒｒｏｒ評価 （Ｒｐ％処理前） 

 

３．７ Ｅｒｒｏｒ評価 （Ｒｐ％処理後） 

 

Rp%が±1.5%以内 

測定結果は正常 



４． LaboTex,StandardODF入力データ作成  

 

４．１ PFtoODF3ソフトウエアに TXT2データが渡される。 

 

 

４．２ LaboTex入力データ 

   

４．３ StandardODF入力データ 

  

 

４．４ 作成されるファイル StandardODFホルダ   LaboTexホルダ   Rp%計算ホルダ 

  入力データ 

  

 StandardODFホルダ   LaboTexホルダ 

   

 



５． ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析 

 

５．１ ワークエリアから解析データのＥｘｐｏｒｔ 

 

  

StandardODFのワークフォルダは 

C:¥ODFで、常に上書きされます。 

対応はデータのＥｘｐｏｒｔします。 

Ｅｘｐｏｒｔデータを戻すには、 

Ｉｎｐｏｒｔします。 

 

入力データ 

 

 

 

 

再計算極点図 

ＯＤＦ図 

逆極点図 

 



５．２ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＥｒｒｏｒ評価（Ｒｐ％） 

 

 

 

 

 ODFPoleFigure2で最適化したＲｐ％とほぼ同一の結果が得られます。 

 

 

５．３ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで得られるデータ 

 解析されたＯＤＦ図と再計算極点図、逆極点図ファイルと 

 ＯＤＦ図表示、再計算極点図表示、逆極点図表示 

 



５．４ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＯＤＦ図表示 

 

５．５ 再計算極点図表示   ５．６ 極点図表示 

  

 

 

 



６．ＬａｂｏＴｅｘ処理 

 ６．１ PFtoODF3で作成した epfファイルを選択 

  

 ６．２ 入力された極点図  

 

 

 ６．３ １／４対称 ODF解析 

  

 Rp%＝19.36%％ ｄRp%=0.93% 



 ６．４ ODF図 

  

 ６．４．１ γ－Ｆｉｂｅｒ（φ２＝４５、Φ＝５４．７） 

  

 複数のＯＤＦ（最大１２）からＦｉｂｅｒの比較が可能 

 

 

マウスクリック位置の 

結晶方位計算 



 ６．５ 入力極点図と再計算極点図（上段：入力極点図、中段：1/4対称、下段：再計算極点図） 

 

 

 ６．６ Ｅｒｒｏｒ評価 

  極点図のＥｘｐｏｒｔ  ValueODFVFによる Rp% 

  

  

  

ValueODFVFの Rp%は、β方向の平均値のＲｐ％であり、LaboTexの Rp%と異なる。 

 



６．７ 逆極点図 

 

 

６．８ 定量 

６．８．１ 結晶方位の定量（Ｉｎｔｅｇｒａｔｒｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．８．２ 結晶方位の定量（Ｍｏｄｅｌ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ） 

 

 

入力極点図から計算したＯＤＦ図   VolumeFractionから計算した ODF図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．８．３ VolumeFractionのＥｒｒｏｒ評価 

VolumeFractionから計算した ODFから極点図を作成し、Ｅｘｐｏｒｔする。 

 

再計算極点図（上段）と VolumeFractionから計算した極点図（下段） 

 

ValueODFによるＲｐ％計算 

 

 



７． ＣＴＲソフトウエアによる比較 

７．１ ODFDisplay2(GPODFDisplay)による比較 

StandardODF    LaboTex 

 

 最大結晶方位密度 StandardODF は、6.97   LaboTexは、11.62 

 最小結晶方位密度 StandardODF は、-0.72   LaboTexは、0 

 

７．１．１ ODF密度１．５以上の結晶方位比較 

  

      Goss,cubeは検出されない。後でη-Fiberで比較 

  ＯＤＦの方位密度のピーク密度そのままでは定量値（VolumeFraction）として扱えません。 

 

 



７．１．２ γ－Ｆｉｂｅｒ比較 <111>//ND (φ1 0->90) 

   StandardODF     LaboTex 

  

７．１．３ η－Ｆｉｂｅｒ <110>//RD 

StandardODF      LaboTex 

  

 ODF密度１．５レベル Ｃｕｂｅ Ｇｏｓｓ 

 StandardODFでは、Ｇｏｓｓ，ｃｕｂｅも 1.5以上であるが、LaboTexは 1.5以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．２ GPODFDisplayでφ２＝４５度を比較（φ２断面拡大モード） 

 StandardODF     LaboTex 

 

（φ１＝９０、Φ＝５５、φ＝４５）位置のＥｕｌｅｒ角度３方向の結晶方位密度プロファイル 

  

赤 Profileはγ-Fiberを示し、青 Profileはε-Fiberを示す。 

 ε－Ｆｉｂｅｒピーク幅（γ-Fiberの幅）に違いがあります。 

 直接法である ADC法はHermonic法に比べ、分解能が高く、方位密度が高くなる傾向があります。 

平滑化最大で ODF図を表示 

 



７．２ GPPoleDisplayで再計算極点図比較 

 StandardODF    LaboTex     

  

  

  

 

  

  

 StandardODFと LaboTexの再計算極点図の極密度は LaboTexが大きな極密度を示す。 

 ODF図の結晶方位密度と同様の結果になります。 

    

 



７．３． 逆極点図比較 

 ND  StandardODF （Max 4.67） LaboTex （Max 9.86） 

  

 TD  StandardODF （Max 1.76） LaboTex （Max 3.00） 

   

 RD  StandardODF （Max 3.27） LaboTex （Max 2.63） 

   

 

 逆極点図は、ND,TDは LaboTexが大きな値になるが、RDは逆転している。 

  


